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目的 :大腸癌根治切除後の局所 。領域再発率は

10～40%に も達し,salvageで きる可能性は非常に限

られている。局所再発の原因としては腫瘍よりの断端

距離, リンパ節転移,術 中の腫瘍細胞の逸脱などが指

摘されているが,再 発した時点で原因を半」断するのは

困難であり,十 分に解明されていない。この研究では

大腸癌の周囲粘膜の DNA量 とS期 分画 (S‐phase

fraction,SPF)をフローサイトメトリーにより分析し

亨ki.

対象と方法 :当科において切除を受けた大腸癌原発

巣10標本と原発巣の周辺粘膜40標本を分析した。周辺

粘膜の内訳は原発巣より口側 と肛門側の2cmの 粘膜

23標本と5cmの 粘膜17標本であった。また,非 大腸癌

患者の正常粘膜 7標本をコントロールとして用いた。

原発巣とその周囲粘膜より得た新鮮凍結組織を細切

し,ナ イロンメッシュでろ過 し,RNascで 処理後,

propidiuln iodideでDNAを 染色 した。測定 には

FACScan(Becton_Dickinson社)を 用いた。 ま た,
“
Cell‐Fit,version 1 2"を用いて SPFを 計算した。

coettcint of variation(CV)値はすべて 8%以 下であ

り,DNA Index l.05以上を aneuploid,その他を di‐

ploidとした。

成績 :Diploid tumorのSPFは 正常粘膜のそれよ

りも有意 (p<0.05)に 高かった。Diploid ttmorの周

囲粘膜には anuploid pattemの 粘膜は認められず,

SPFも 正常粘膜のそれと変わらなかった。Aneuploid

tumorよ り2cmの 粘膜では 2 all(27.2%)に,ま た5cm

の粘膜では 1例 (16.7%)に aneuploid patternが認め

られ,diploid mucosaであってもSPFは 正常粘膜の

それより有意 (p<0,05)に 高かった (Table).

考察 i Shamsuddinら1)は非大腸癌患者の大腸粘膜

と比較して,大 腸癌患者の原発巣周囲粘膜には腺寓の

拡張 ・乱れ ・階層化 ・粘液細胞と好塩基性細胞の増殖

などの形態学的な変化と,sialomucinの増加が存在す

ることを報告している。また,Narisawaら のは大腸癌

周囲粘膜において omithine decarboxylase活性が上
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昇していることを明らかにしてお り,大 陽癌周囲粘膜

の細胞動態が形態学的,な らびに生化学的に元進 して

いることが示唆されてきた。 フローサイ トメ トリーに

より分析 された DNA量 とSPFは 腫瘍細胞の動態を

よく反映 していると報告めされている。今回の分析で

も,大腸癌の周囲粘膜での細胞動態の元進が認められ,

これ らの malignant transformationに関連 した異常

増殖は発癌ユニットとして働 く可能性が示唆 された,

断端再発 (suture line recurrence)が示唆される症例

の中にはこのような粘膜から生 じた新 しい原発巣が含

まれていることが推定される。今後,経 過観察中の吻

合部周囲の生検結果や大腸癌の発癌に関与すると報告

されている染色体5q,17p,18qや ras gene locusの解

析を加え, さらに詳細に検討 したい。
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